
 

臨海部ビジョンリーディングプロジェクト 中間評価について 
 
１ 臨海部ビジョンの概要 

(1) 目的 
川崎臨海部を、川崎市のまちづくりの基本目標のひとつである「力強い産業都市づくり」の中心的な役割を担う地域として、さらには日本の

成長を牽引する「産業と環境が高度に調和する地域」として持続的に発展させるため、３０年後を見据えた臨海部の目指す将来像やその実現に
向けた戦略、取組の方向性を示すために、２０１８年３月に策定 

  （川崎臨海部を取り巻く環境変化を踏まえ、２０２３年６月にリーディングプロジェクトを改定） 
 
（2）構成 

臨海部ビジョンは、川崎臨海部の３０年後を見据えた目指す将来像(３０年後の将来像)と、その実現に向け、今後取り組むべき方向性を分野
ごとに示した「基本戦略」で構成し、この基本戦略に基づき直近１０年以内に先導的・モデル的に取り組む「リーディングプロジェクト」を設
定しています。 

なお、リーディングプロジェクト（ＰＪ）は、２０２３年６月の改定の際、改定前の１３のプロジェクトを１１のプロジェクトに再構築して
います。 
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３０年後の将来像 

【臨海部ビジョンの構成及び実現に向けた基本的な視点】 

■成熟社会における豊かさを実現する産業が躍動し、革新的な技術、製品、サービスが生まれる知性と
創造性のあふれる地域として、新しい価値を生み出し続けている。 

■｢働く・暮らす・学ぶ｣が一体となった受容性に富む地域として、多様な人材や文化が共鳴し、働く人
や市民の誇りとなっている。 

川崎臨海部に関わる
全ての人が共有する
ことを目指す 

「臨海部ビジョン」に 
基づき、可能な限り 
多くの関係者が協働 
することを目指す 

１ 新産業の創出     ２ 基幹産業の高機能化   ３ 最適なエネルギー環境の構築 
４ 港湾機能の強化    ５ 人材の育成・交流    ６ 生活環境の向上 
７ 開かれた臨海部づくり ８ 災害対応力の強化    ９ 交通機能の強化 

※各目標の進捗を 
関係者間で確認 

※環境変化を捉え、 
絶えず最適な 
実現策に取り組む 

ＰＪ① 新産業創出        ＰＪ② 大規模土地利用転換 ＰＪ③ 資産活用・投資促進 
ＰＪ④ カーボンニュートラル推進 ＰＪ⑤ 港湾物流機能強化  ＰＪ⑥ 世界に誇れる人材育成 
ＰＪ⑦ 働きやすく暮らしやすい環境づくり   ＰＪ⑧ エリアブランディング 
ＰＪ⑨ 国内外の人々が魅力を感じる地域づくり ＰＪ⑩ 災害対応力向上  ＰＪ⑪ 交通機能強化 

川崎臨海部の 30 年後を 
見据えた目指す将来像 

30 年後の将来像の実現に 
向け今後取り組むべき 

方向性を分野ごとに示したもの 
 

基本戦略に基づき、直近 10 年以内 
に先導的・モデル的に取り組む 

プロジェクト 
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（3）推進の考え方 

ア リーディングプロジェクトの各取組は、「行政を中心に取り組むこと」「企業と行政の協働により取り組むこと」「企業を中心に取り組む
こと」に分類し、川崎市が関わるものは、取組内容の具体化に合わせ、総合計画や関連分野の諸計画への位置づけと整合を図ります。ま
た、企業と協働で取り組むものは、主にリエゾン研究会（※１）やキングスカイフロントネットワーク協議会（※２）などの場を活用しな
がら関係者で情報を共有し、取組ごとに中心となる主体が具体化を図ります。 

イ 各リーディングプロジェクトは、川崎市（臨海部国際戦略本部）が進捗状況や課題を集約し、有識者から課題解決策等の助言を得ます。 
また、川崎臨海部活性化推進協議会（※３）等を活用しながら企業、行政、関係者の連携により進捗状況の共有や進行管理等を行います。 

ウ リーディングプロジェクトは、社会経済状況などの環境変化を捉え、絶えず最適な実現策に取り組むこととしています。その実行性を確
保するため、総合計画の施策評価に合わせて、２年に 1 回、中間評価を実施します。 

中間評価においては、２年間の進捗状況について評価を行い、成果や課題を明らかにすることで、今後の取組の方向性を最適化します。 
 
 
 

※1 リエゾン研究会：ＮＰＯ法人産業・環境創造リエゾンセン
ターの会員企業 19 社で構成し、産業活性化や環境創造に
資する産学官民等の連携の実現に向けた調査研究事業な
らびに普及・広報等に関する事業を行っている。 

※2 キングスカイフロントネットワーク協議会：立地企業、大
学、研究機関及び自治体等で構成し、キングスカイフロン
トの持続的な発展を図るため、研究開発拠点としての魅力
的なまちづくり、操業環境の向上、研究・ 事業活動の活
性化等の取組を進めている。 

※3 川崎臨海部活性化推進協議会：臨海部立地企業・団体等、
関係経済・産業団体、地域代表者等で構成し、「臨海部ビ
ジョン」の推進にあたり進捗状況の共有や意見交換を行う
とともに、臨海部の現況を踏まえた課題解決や新たな取組
の検討を進めている。  

【ビジョン推進の考え方】 

川崎臨海部活性化推進協議会 川崎臨海部活性化推進協議会を
活用しながら、企業、行政、関係
者の連携により、進捗状況の共
有、進行管理 

各プロジェクトの評価は、川崎市総合計画の 
施策評価の時期に合わせて定期的に実施 
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２ 中間評価について 
(1) 評価方法と区分 

ア １１のリーディングプロジェクト（※）について、取組内容をアクションプログラムとして整理しています。 
その上で、PDCA サイクルに基づき、各プログラムの 2022 年度・2023 年度の 2 年間の目標と進捗状況（実績等）、評価（目標に対する評価

結果）、今後の方向性（次期中間評価期間に向けた方向性）を「評価シート」に取りまとめました。 
  ※リーディングプロジェクトは、２０２３年６月の改定の際に再構築しているため、改定後のリーディングプロジェクトを基準に評価シー

トを作成しています。 
イ 評価については、順調なものから順に A-1、A-2、B、C、D の 5 段階の区分を設定しています。 

    各リーディングプロジェクトについて、複数の目標があることから、その進捗状況（実績等）を総合的に判断し、プロジェクト全体を評価
しています。 

  ウ 今後の方向性については予定どおりに進めるものから順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの 4 段階に区分しています。 

 
【２年間の進捗状況に関する評価区分】 

 
 
 
 
 

【今後の方向性に関する区分】 
 
 
 

  

Ａ-1 アクションプログラムに掲げた目標を達成した 
Ａ-2 目標達成に向け概ね予定どおりに取組を推進した 
Ｂ  概ね予定どおりに取組を推進したが、目標達成に向けた課題も顕在化した 
Ｃ  取組推進に支障となる課題が顕在化したため、遅れが生じた 
Ｄ  取組を推進した結果、アクションプログラムの見直しが必要になった 

Ⅰ 現状のまま取組を継続する 
Ⅱ 現状の取組を一部見直して継続する 
Ⅲ 取組の進め方を見直す 
Ⅳ アクションプログラムを再設定した上で、取組の進め方を新たに整理する 
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（２）評価結果 

№ プロジェクト名 アクションプログラム 評価 今後の 
方向性 A-1 A-2 B C D 

① 新産業創出 PJ (1)キングスカイフロントを活かした新産業の創出 
(2)域内外の連携強化と産業波及 
(3)ナノ医療イノベーションの推進 

 ○    Ⅰ 

② 大規模土地利用転換 PJ (1)南渡田地区における素材産業を中心とした新産業拠点の形成 
(2)扇島地区における新しい価値や革新的技術の創造につながる土地利用転換の実現等  ○    Ⅱ 

③ 資産活用・投資促進 PJ (1)新たな土地利用や設備更新等を促進する制度の運用・構築 
(2)企業からの事前相談の円滑化 
(3)企業連携による課題対応の促進 

   ○  Ⅱ 

④ カーボンニュートラル
推進 PJ 

(1)水素を軸としたカーボンニュートラルなエネルギーの供給拠点の形成 
(2)炭素循環型コンビナートの形成 
(3)エネルギーが地域最適化され、立地競争力のある産業地域の形成 

 ○    Ⅰ 

⑤ 港湾物流機能強化 PJ (1)コンテナターミナルや臨港道路等の港湾施設の機能強化 
(2)公共港湾施設等における脱炭素化の推進    ○  Ⅰ 

⑥ 世界に誇れる人材育成
PJ 

(1)技能継承を促す教育プログラムの実施、産業の高度化を支える人材の育成 
(2)組織を超えた研究者や技能人材の交流  ○    Ⅰ 

⑦ 働きやすく暮らしやす
い環境づくり PJ 

(1)就業者が憩い・交流できる機能の導入・仕組みの構築 
(2)路上駐車の解消や環境美化促進の抜本的な対策 
(3)生活利便施設等の導入 

  ○   Ⅱ 

⑧ エリアブランディング
PJ 

(1)次世代を担う子どもたちに向けた取組 
(2)市民が誇りと思うエリアブランディング   ○   Ⅱ 

⑨ 国内外の人々が魅力を
感じる地域づくり PJ 

(1)臨海空間を活用した新たな魅力の創出 
(2)臨海部ならではの地域資源を活用した産業観光の推進 
(3)共通緑地制度候補地の確保に向けた取組 

  ○   Ⅱ 

⑩ 災害対応力向上 PJ (1)地域全体の BCP 連携の仕組みづくり 
(2)就業者や来訪者の安全確保の仕組みづくり  ○    Ⅱ 

⑪ 交通機能強化 PJ (1)大規模土地利用転換等の環境変化を踏まえた臨海部の交通ネットワークの形成 
(2)新たな交通拠点等の構築 
(3)基幹的交通軸の整備・機能強化 

  ○   Ⅱ 

  合計 ０ ５ ４ ２ ０  

【２年間の進捗状況に関する評価区分】                          【今後の方向性に関する区分】 

 
 

 

Ａ-1 アクションプログラムに掲げた目標を達成した 
Ａ-2 目標達成に向け概ね予定どおりに取組を推進した 
Ｂ  概ね予定どおりに取組を推進したが、目標達成に向けた課題も顕在化した 
Ｃ  取組推進に支障となる課題が顕在化したため、遅れが生じた 
Ｄ  取組を推進した結果、アクションプログラムの見直しが必要になった 

Ⅰ 現状のまま取組を継続する 
Ⅱ 現状の取組を一部見直して継続する 
Ⅲ 取組の進め方を見直す 
Ⅳ アクションプログラムを再設定した上で、取組の進め方を新たに 

整理する 
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（３）評価シートの見方 
 リーディングプロジェクトの名称を記載 

プロジェクトの概要 

（臨海部ビジョンから転記） 

2023 年 6 月の改定から 10 年間

のプロジェクトの達成目標と

取組内容 

（臨海部ビジョンから転記） 

今回の中間評価期間（2 年間）

の目標と進捗状況（実績等） 

「2」の目標・進捗状況を踏まえ

た 2年間の評価（A-1、A-2、B、

C、Dの 5段階） 

評価区分を選択した理由 

「3」の評価結果を踏まえた今

後（次期中間評価期間）の方向

性（Ⅰ～Ⅳの 4段階） 

区分を選択した理由 

次期中間評価期間（2024 年度・

2025 年度）の取組予定 
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